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１ 議 事 日 程（第１日）

（平成１９年第３回有田川町議会定例会）

平成１９年９月１１日

午前９時３０分開会

於 議 場

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 報告第 20号 専決処分の承認を求めることについて

平成19年度有田川町一般会計補正予算（第２号）

日程第５ 議案第110号 有田川町退職手当負担金基金条例の制定について

日程第６ 議案第119号 財産の取得の変更について

日程第７ 議案第120号 財産の取得について

日程第８ 議案第121号 財産の取得について

日程第９ 議案第 92号 平成18年度有田川町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて

日程第10 議案第 93号 平成18年度有田川町住宅新築資金等事業特別会計歳

入歳出決算の認定について

日程第11 議案第 94号 平成18年度有田川町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第12 議案第 95号 平成18年度有田川町老人保健事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

日程第13 議案第 96号 平成18年度有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

日程第14 議案第 97号 平成18年度有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

日程第15 議案第 98号 平成18年度有田川町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第16 議案第 99号 平成18年度有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

日程第17 議案第100号 平成18年度有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決

算の認定について

日程第18 議案第101号 平成18年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第19 議案第102号 平成18年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
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日程第20 議案第103号 平成18年度有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について

日程第21 議案第104号 平成18年度有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第22 議案第105号 平成18年度有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入

歳出決算の認定について

日程第23 議案第106号 平成18年度有田川町城山山林財産区管理会特別会計

歳入歳出決算の認定について

日程第24 議案第107号 平成18年度有田川町八幡山林財産区管理会特別会計

歳入歳出決算の認定について

日程第25 議案第108号 平成18年度有田川町安諦山林財産区管理会特別会計

歳入歳出決算の認定について

日程第26 議案第109号 平成18年度有田川町水道事業会計決算の認定について

日程第27 議案第 83号 平成19年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別

会計予算

日程第28 議案第 84号 平成19年度有田川町一般会計補正予算（第３号）

日程第29 議案第 85号 平成19年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第１号）

日程第30 議案第 86号 平成19年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号）

日程第31 議案第 87号 平成19年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）

日程第32 議案第 88号 平成19年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第２号）

日程第33 議案第 89号 平成19年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）

日程第34 議案第 90号 平成19年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正

予算（第１号）

（ ）日程第35 議案第 91号 平成19年度有田川町水道事業会計補正予算 第１号

日程第36 議案第111号 有田川町職員の自己啓発等休業に関する条例の制定

について

日程第37 議案第112号 有田川町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

日程第38 議案第113号 有田川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について
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日程第39 議案第114号 政治倫理の確立のための有田川町長の資産等の公開

に関する条例の一部を改正する条例の制定について

日程第40 議案第115号 郵政民営化等の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定について

日程第41 議案第116号 有田川町合併地域振興基金条例の一部を改正する条

例の制定について

日程第42 議案第117号 有田川町少年センター設置条例の一部を改正する条

例の制定について

日程第43 議案第118号 有田川町火災予防条例の一部を改正する条例の制定

について

日程第44 議案第122号 紀勢線藤並駅乗降場延伸工事に関する協定締結につ

いて

日程第45 議案第123号 町営土地改良事業の施行について

日程第46 議案第124号 第１次有田川町長期総合計画【基本構想】の策定に

ついて

２ 出席議員は次のとおりである（25名）

１番 尾 上 武 男 ２番 増 谷 憲

３番 堀 江 眞智子 ４番 亀 井 次 男

６番 細 東 正 明 ７番 田 中 良 知

８番 岡 省 吾 ９番 前  利 夫

10番 湊 正 剛 11番 佐々木 裕 哲

12番 森 本 明 13番 横 畑 龍 彦

14番 殿 井 堯 15番 浦 博 善

16番 林 道 種 17番 坂 上 東洋士

18番 楠 部 重 計 19番 新 家 弘

20番 西 弘 義 21番 中  正 門

22番 中 山 進 23番 竹 本 和 泰

24番 大 岡 憲 治 25番 橋 爪 弘 典

26番 森 谷 信 哉

３ 欠席議員は次のとおりである（１名）

５番 東 武 史

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし）
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５ 会議録署名議員

12番 森 本 明 16番 林 道 種

６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（22名）

町 長 中 山 正 隆 副 町 長 山 﨑 博 司

清水行政局長 保 田 永一郎 会 計 課 長 浜 田 文 男

総 務 課 長 須佐見 政 人 企画財政課長 山 﨑 正 行

総合業務課長 高 垣 忠 由 消 防 長 片 畑 昌 宙

福 祉 課 長 東 敏 雄 環境衛生課長 河 島 一 昭

住 民 課 長 星 田 仁 志 税 務 課 長 赤 井 康 彦

情報管理課長 水 口 克 將 建 設 課 長 中 西 一 雄

産 業 課 長 中 島 詳 裕 地籍調査課長 下 西 隆 雄

水 道 課 長 山 本 満寿典 下 水 道 課 長 中 井 勇

教 育 委 員 長 鈴 間 稔 教 育 長 楠 木 茂

学校教育課長 岩 本 良 憲 社会教育課長 平 内 竹 信

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名）

事 務 局 長 本 下 浩 久 書 記 池 尻 ひろ子
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８ 議事の経過

開会 ９時３０分

○議長（亀井次男）

５番、東武史君から欠席の届出がありましたので、ご報告します。

ただいまの出席議員は、２５名であります。

定足数に達していますので、第３回有田川町議会定例会は成立いたしました。

ただいまから平成１９年第３回有田川町議会定例会を開会します。

開議 ９時３１分

○議長（亀井次男）

本日の会議を開きます。

本日の議事日程につきましては、お手元に配布のとおりであります。

…………… 日程第１ 会議録署名議員の指名 ……………

○議長（亀井次男）

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長にお

いて、１２番、森本明君、１６番、林道種君を指名します。

…………… 日程第２ 会期の決定 ……………

○議長（亀井次男）

日程第２、会期の決定についてを議題とします。

この際、議会運営委員長から９月５日に行われた委員会開催の結果について、

ご報告をお願いします。

議会運営委員長、中山君。

○議会運営委員長（中山 進）

おはようございます。

議長の指名がありましたので、議会運営委員会の経過と結果についてご報告

申し上げます。

去る９月５日、議会運営委員会を開き、本定例会の会期、日程等について協

議いたしました結果、会期につきましては、本日から９月２７日までの１７日

間とし、日程については、お手元に配布されている日程表のとおりといたした

く思います。

日程第４から日程第４６までの、報告１件、議案４２件について一括上程を

行い、当局から提案理由の説明を求めたのち、全員協議会でご審議いただきた

いと思います。
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全員協議会が終わり次第、本会議で議案審議をお願いいたします。

この会期、日程にご賛同賜り、円滑な議会運営ができますよう、議員各位の

ご協力をお願い申し上げまして、報告といたします。

○議長（亀井次男）

ただいまの議会運営委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は、本日か

ら９月２７日までの１７日間にいたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、会期は本日から９月２７日までの１７日間に決定しました。

…………… 日程第３ 諸般の報告 ……………

○議長（亀井次男）

日程第３、諸般の報告を行います。

本定例会に町長より提出された議案等は、報告１件、議案４２件であります。

また、説明員は、町長ほか２１名であります。

次に、監査委員より、平成１９年５月、６月、７月分の例月出納検査の結果

の報告が、それぞれお手元に配布のとおり報告されております。

次に、本定例会までに受理いたしました要望第３号、重度心身障害児（者）

医療費補助金事業において対象除外の６５歳以上新規透析導入患者に同制度の

適用を求める意見書の提出を求める要望は、お手元に配布の文書表のとおり、

住民福祉常任委員会に付託することに決定しましたので、ご了承お願いします。

以上で諸般の報告を終わります。

…………… 一括議題 提案理由の説明 ……………

○議長（亀井次男）

これより、議案の審議を行います。

お諮りします。

日程第４から日程第４６までの報告１件、議案４２件を一括議題といたした

いと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、日程第４から日程第４６までの報告１件、議案４２件を一括議

題とします。
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提案理由の説明を求めます。

町長、中山君。

○町長（中山正隆）

おはようございます。

今年は７４年ぶりに高温の日本記録更新ということで、熊谷と多治見市で４

０．９度、体温よりはるかに高い気温が、しかもここら辺においても３９度を

超える日がずっと続いていました。ここへ来て、やっと秋らしい気候になって

まいりました。

本日ここに、平成１９年第３回有田川町議会定例会を招集いたしましたとこ

ろ、議員各位には何かとお忙しい中ご参集賜り、厚くお礼申し上げます。

それでは、ただいま上程されました議案について、ご説明を申し上げます。

報告第２０号は、平成１９年度有田川町一般会計補正予算第２号であります。

今回の補正は、本年７月１０日から７月１６日までの梅雨前線豪雨及び台風

４号による農林水産業施設災害及び公共土木災害の発生に伴い、早急に予算措

置を必要とするため、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分

の承認を求めるものであります。補正額は、災害復旧費、農林水産業災害及び

公共土木災害合わせて、１億９，８５０万４，０００円となり、補正後の予算

総額は１７１億５，４０３万１，０００円と相成ります。なお、補正額の財源

といたしまして、国及び県支出金、地方債、繰越金及び分担金を充てることに

しております。

議案第８３号は、平成１９年度有田川町特別養護老人ホーム等特別会計予算

であります。

特別養護老人ホームしみず園の基金利子８５万２，０００円を基金費として、

特別養護老人ホームしみず園基金へ積立てるものであります。歳入・歳出予算

の総額は８５万２，０００円と相成ります。

議案第８４号は、平成１９年度有田川町一般会計補正予算第３号であります。

今回の補正の主なものは、共通するものとして、職員の人事異動による配置

がえに伴い、各科目において職員給与費等の増減補正を行っています。

２款総務費の財産管理費では、災害時用設備及び点検口設置等に１５５万１，

０００円を、公用車購入費として１，２５０万円を、また電子計算費では、電

算事務の合理化等により２７９万８，０００円の減額を、徴税費の賦課徴収費

では、納期前完納報奨金に５５０万円を補正しております。

３款民生費、社会福祉総務費では、国民健康保険事業特別会計への繰出金に

３４２万８，０００円を、老人福祉費では、介護保険事業特別会計への繰出金

４９６万２，０００円の減額を、保育所費では、保育所用地造成事業及び物件

補償費に２，９３０万円を、４款衛生費の保健衛生費では、妊婦健康診査費助
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成金として４８６万円を、また上水道費では、簡易水道事業特別会計への繰出

金が事業費確定に伴い１，６５６万２，０００円の減額と相成りました。

６款農林水産業費の農地費では、小規模土地改良事業費に３００万円を、林

業費では、紀の国森づくり基金活用事業委託料に３６５万４，０００円を、７

款商工費の観光費では、しみず温泉あさぎりの耐震診断業務費に２５５万円を、

８款土木費の都市計画総務費では、藤並駅ホーム延伸工事負担金に６，９１６

万７，０００円を、また下水道費では、公共下水道事業特別会計への繰出金５，

３８９万２，０００円の減額を計上いたしております。

１３款諸支出金の基金費では、退職手当負担金基金積立に３，０００万円の

補正を行っています。

その他にも所要の補正を行った結果、今回の補正額は９，８１３万４，００

０円となり、補正後の予算総額は１７２億５，２１６万５，０００円と相成り

ます。なお、補正額の財源といたしまして、国・県支出金、町債及び基金から

繰入金を充てることにしております。

議案第８５号は、平成１９年度有田川町国民健康保健事業特別会計補正予算

第１号であります。

今回の補正は、老人保健拠出金で１億２９１万１，０００円の増額、介護納

付金で４，４１６万７，０００円の減額で、共同事業拠出金では１億８，００

３万８，０００円の増額など、総額２億６，７８７万４，０００円の補正とな

り、補正後の予算総額は３８億３，８１６万５，０００円と相成ります。なお、

補正額の財源といたしまして、保険税、共同事業交付金などを充てることにい

たしております。

議案第８６号は、平成１９年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第２

号であります。

今回の補正は、主なものとして、国及び県に対する償還金に２，３６９万９，

０００円、予備費に３，４３９万４，０００円など、総額５，３１３万１，０

００円の補正となり、補正後の予算総額は２０億９，９０６万１，０００円と

相成りました。なお、補正額の財源といたしまして、前年度繰越金を充てるこ

とにいたしております。

議案第８７号は、平成１９年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第１

号であります。

今回の補正は、吉原地区簡易水道施設整備事業の工事請負費等について、６，

１１０万７，０００円の減額補正するものであります。補正後の予算総額は６

億４，４３４万９，０００円と相成ります。

議案第８８号は、平成１９年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算

第２号であります。
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今回の補正は、職員の人事異動による配置がえに伴い、各科目の職員給与費

等において、増減補正を行った結果、９３１万５，０００円の減額となり、補

正後の予算総額は２億９，３５９万７，０００円と相成ります。

議案第８９号は、平成１９年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算第

２号であります。

今回の補正は、施設整備事業費、管渠布設工事費及び委託料等により、５，

５４７万３，０００円の増額補正となり、補正後の予算総額は、１８億５８４

万３，０００円と相成ります。

議案第９０号は、平成１９年度有田川町かなや明恵峡温泉事業特別会計補正

予算第１号であります。

今回の補正は、浴槽等の修繕料及び温泉５周年記念イベント費に２３１万３，

０００円を補正し、補正後の予算総額は１億３，４０５万１，０００円と相成

りました。

議案第９１号は、平成１９年度有田川町水道事業会計補正予算第１号であり

ます。

収益的収入は、当初予算３億５，０２４万４，０００円に対し２，０００円

の増で、これは消費税及び地方消費税の増によるものであります。補正後の予

算は３億２，０２４万６，０００円となります。

また、資本的収入は、当初予算２億５，２３１万１，０００円に対し、３，

８００万円の増となります。その内訳は、公共下水道事業に伴う水道管布設替

え工事の補償費が３，７００万円、消火栓設置に伴う負担金が１００万円であ

り、補正後の予算額は２億９，０３１万１，０００円となります。

一方、資本的支出は、当初予算３億４，７７８万３，０００円に対し、３，

８００万円の増となります。その内訳は、消火栓設置に伴う資産購入費が１０

０万円、公共下水道事業に伴う水道管布設がえ工事による配水管整備費が３，

７００万円であり、補正後の予算額は３億８，５７８万３，０００円となりま

す。

議案第９２号から議案第１０９号までの１８議案につきましては、平成１８

年度の有田川町一般会計及び各特別会計の決算認定をお願いするものでありま

す。その概要につきましては、会計課長並びに水道課長より説明させることに

いたします。

議案第１１０号は、有田川町退職手当負担金条例の制定についてであります。

今後、当町においても団塊の世代の退職者が年々増加する見込みであり、退

職手当事務組合への負担金も増加します。今後１０年間のピーク時は、平成２

７年度、２８年度であり、年間２０数名が退職いたします。当該年度にあって

は、地方交付税の合併算定がえが終了する時期でもあり、また年々交付税が減
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少傾向であることから、今後の一般財源不足に対処するため、本条例を制定い

たしたく、議会の同意をお願いするものであります。

議案第１１１号は、有田川町職員の自己啓発等休業に関する条例の制定につ

いてであります。

地方公務員法の一部を改正する法律が平成１９年８月１日から施行され、地

方公務員の資質向上に資するため、大学等における課程の履修または国際貢献

活動のための休業の制度が創設されたことに伴い、本条例を制定いたしたく、

議会の同意をお願いするものであります。

議案第１１２号は、有田川町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてであります。

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う有

田川町職員の育児休業等に関する条例の一部改正及び地方公務員法の一部を改

正する法律の施行に伴う有田川町職員の自己啓発等休業に関する条例の制定に

伴い、本条例の一部改正を行う必要があり、議会の同意をお願いするものであ

ります。

議案第１１３号は、有田川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定についてであります。

育児を行う職員の職業生活と家庭の両立を一層容易にするための環境整備と

して、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律が平成１９

年８月１日から施行され、育児部分休業の取得時間の期間が小学校就学前まで

の子を養育するまでに延長されるとともに、育児短時間勤務の制度を設けるこ

となどに伴い、本条例の一部改正をお願いするものであります。

議案第１１４号は、政治倫理の確立のための有田川町長の資産等の公開に関

する条例の一部を改正する条例の制定についてであります。

今回の改正は、郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

並びに証券取引法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関

する法律の規定に基づき、本条例の一部改正をお願いするものであります。

議案第１１５号は、郵政民営化等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定についてであります。

郵政民営化法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律については、平

成１７年１０月２１日に公布され、郵政民営化法の施行の日、平成１９年１０

月１日に施行されることになります。これにより、郵便、郵送の規定に信書便

の規定を加えるなどの必要があり、有田川町印鑑条例及び有田川町手数料徴収

条例に係る一部を改正するものであり、本条例を制定いたしたく、議会の同意

をお願いするものであります。

議案第１１６号は、有田川町合併地域振興基金条例の一部を改正する条例の
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制定についてであります。

今回の改正は、積立金の運用益を合併後の地域振興等のソフト事業に充てる

ため毎年度基金として積立て、基金の運用から生じる収益をその事業に要する

経費に充てるためとして取り扱ってきましたが、基金のために起こした合併特

例債の償還が終わった額の範囲内で取り崩しが可能となったことから、本条例

の一部改正をお願いするものであります。

議案第１１７号は、有田川町少年センター設置条例の一部を改正する条例の

制定についてであります。

今回の改正は、組織・機構改革の実施に伴い、少年センターの事務所の位置

について、金屋庁舎３階からきび会館内に移すため、本条例の一部改正をお願

いするものであります。

議案第１１８号は、有田川町火災予防条例の一部を改正する条例の制定につ

いてであります。

今回の改正は、建築物の安全性の確保を図るための建築基準法等の一部を改

正する法律が施行され、それに伴う関係法令の整備に関する法令が公布され、

建築基準法施行令の一部が改正されたことに伴い、本条例の一部改正をお願い

するものであります。

議案第１１９号は、財産の取得の変更についてであります。

平成１８年度繰越事業、消防用小型動力ポンプ軽積載車及び消防用小型動力

ポンプ等の購入については、平成１９年６月２６日第２回定例会において、契

約金額２，８９８万円で議決をいただいているものでありますが、今回、入札

差額により７０２万８，１９０円増額の３，６００万８，１９０円に変更契約

を行いたく、議会の同意をお願いするものであります。

議案第１２０号は、財産の取得についてであります。

平成１８年度繰越合併推進体制整備事業、消防本部高規格救急自動車の購入

について、平成１９年８月２９日、５業者を指名し競争入札に付したところ、

兵庫県神戸市中央区港島中町２丁目２番１号、日本船舶薬品株式会社神戸支店、

支店長山下宗彦氏が２，６１９万７，５００円で落札いたしましたので、物品

売買契約を締結するに当たり、議会の同意をお願いするものであります。

議案第１２１号は、財産の取得についてであります。

平成１８年度繰越合併推進体制整備事業、有田川町立金屋中学校・上六川小

学校・石垣小学校教育用コンピューターの購入について、平成１９年８月２９

日、８業者を指名し競争入札に付したところ、有田市新堂弁天３９の１、和歌

山リコー株式会社有田営業所、所長安原盛博氏が１，１９５万４，２５０円で

落札いたしましたので、物品購入契約を締結するに当たり、議会の同意をお願

いするものであります。
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議案第１２２号は、紀勢線藤並駅乗降場延伸工事に関する協定締結について

であります。

平成１９年度で実施する紀勢線藤並駅乗降場延伸工事に関する協定について、

西日本旅客鉄道株式会社、和歌山支社長辻子義則氏と締結するに当たり、地方

自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の同意をお願いするものであ

ります。

議案第１２３号は、町営土地改良事業の施行についてであります。

団体営基盤整備事業・黒松地区として、平成２０年度より土地改良事業を実

施したいので、土地改良法第９６条の２第２項の規定により、議会の同意をお

願いするものであります。

議案第１２４号は、第１次有田川町長期総合計画（基本構想）の策定につい

て、地方自治法第２条４項の規定により、議会の議決を求めるものであります。

以上で提出議案に対する説明を終わります。

何とぞ、ご審議の上、ご賛同賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（亀井次男）

以上、町長の提案理由の説明が終わりました。

続きまして、補足説明をお願いします。

会計課長、浜田君。

○会計課長（浜田文男）

それでは、議案第９２号から議案第１０８号までの有田川町平成１８年度決

算状況について、その概要を一括して補足説明申し上げます。

対前年度と比較して説明をいたしたいと思いますが、前年度とは、旧３町の

９カ月間の決算金額と有田川町の３カ月間の決算金額を単純に合計した金額で

ありますので、ご了承願いたいと思います。

本町には、一般会計と１６の特別会計があります。

まず、議案第９２号、有田川町一般会計の決算状況について、ご説明申し上

げます。決算書の９ページから２９６ページであります。

歳入合計は１６５億１，１６１万４，８３２円で、前年度と比べて２９億１，

４００万１，６４７円、率にして約１５％の減額になっております。歳入のう

ち、自主財源である町税が２６億１，１００万３，１８６円、前年度と比べて

３，８０２万２，０３１円、率にして約１．５％の増額になっています。

また、依存財源の柱である地方交付税が６７億８，８６２万５，０００円、

前年度と比べて３，９７５万４，０００円、率にして約０．６％のわずかな減

額にとどまっています。これは、普通地方交付税が減額している一方で、合併

による特別地方交付税が増額したものであります。

また、基金からの繰入金が７億５５２万７，５０８円、前年度と比べて１０
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億４，３０９万９，８９２円、率にして約５９．７％の減額になっています。

さらに、町の借金である町債は２２億３，４６０万円、前年度と比べて３億

４，３８０万円、率にして約１３．３％減額しております。

一方、歳出については、歳出合計１６２億９，００３万１，９６５円、前年

度と比べて２９億４，５８８万９，６６６円、率にして約１５．３％の減額に

なっています。

歳出のうち、総務費については、１８億９，３１９万１，５７４円でありま

す。これは、主に人件費や庁舎管理等でございます。このうち清水庁舎建設事

業費に３億２，４２２万９，４２３円を初め、移動通信用鉄塔施設整備事業費、

境川コミュニティセンター建設工事費、清水会館アスベスト撤去工事費等がご

ざいます。

民生費については、２９億７，１４７万５，２４１円、前年度と比べて６，

８２０万３，８０２円、率にして約２．３％の増額になっております。

衛生費については、１２億６，１９１万７，４３２円、前年度に比べて３，

５４０万８，８４５円、率にして約２．９％の増額になっています。

農林水産業費については、２０億５，８５０万９，９１９円、前年度と比べ

て１１億９，９５１万３，５８９円、率にして約３６．８％の減額になってい

ます。主な工事では、大谷農道新設工事を初め、西ケ峯地区内の農村総合整備

事業費、林道中原三瀬川線、林道大蔵沼谷線などの林道開設工事費等がござい

ます。

土木費については、１３億７，５１０万６，９３２円、前年度に比べて９，

０３１万８，５８８円、率にして約７．０％の増額になっています。主な工事

では、藤並駅改築負担金などのまちづくり交付金事業費２億１，７７７万４，

２７７円を初め、町道明王寺庄線交通安全施設等整備工事費、町道押出臼谷線

道路改良工事費などの町道整備費等でございます。

教育費については、１８億４，６６５万５，１２２円、前年度と比べて２億

１，８６７万１，０１８円、率にして約１３．４％の増額になっております。

公債費については、３３億９，６７８万４，０３５円、前年度と比べて６，

２８３万１，２２６円、率にして約１．９％の増額になっています。歳出に占

める割合も最も高く、約２０．９％を占めております。

これによりまして、歳入合計１６５億１，１６１万４，８３２円に対して、

歳出合計は１６２億９，００３万１，９６５円で、歳入歳出差引額は２億２，

１５８万２，８６７円となります。このうち、繰越明許費繰越額は５，９６５

万１，８９３円で、実質収支額は１億６，１９３万９７４円で、全額翌年度に

繰越しいたします。

続きまして、特別会計の決算状況について、ご説明申し上げます。
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議案第９３号、住宅新築資金等事業特別会計については、決算書の２９７ペ

ージから３１２ページであります。

歳入歳出合計は、ともに２，０２９万８，６４１円となっております。

貸付者は３２４人、うち２８６人、８８．３％の方が償還を終了しおります。

いまだ償還途上の方もおりますが、金額面では約９９．４％の償還率となって

おります。

次に、議案第９４号、国民健康保険事業特別会計については、決算書の３１

３ページから３５４ページであります。

歳入合計は３４億４，９２３万９，５３８円、歳出合計は３４億４，８１０

万１，９１４円、差引残額は１１３万７，６２４円となっており、全額翌年度

に繰越しいたします。これは、基金７，１００万円を取り崩しての残額であり、

実質は６，９８６万２，３７６円の歳入不足であります。歳出合計では、前年

度と比べて２億２，７１０万２，１２５円、率にして約７．１％の増額になっ

ております。なお、１９年３月末現在の世帯数は６，５０８世帯、被保険者数

は１万５，１４３人、前年度と比べて世帯数で２２世帯、被保険者数で３１３

人それぞれ減少しております。

次に、議案第９５号、老人保健事業特別会計については、決算書の３５５ペ

ージから３７２ページであります。

歳入合計は３７億８１９万５，７１１円、歳出合計は３８億１，５３２万４，

０９４円となっており、差引残額は１億７１２万８，３８３円の不足額となり

ます。この不足額については、翌年度歳入繰上充用金から補填しております。

歳出合計では、前年度と比べて１億４３万１，９１８円、率にして約２．７％

の増額になっております。なお、１９年３月末現在の受給対象者数は、４，９

１４人、前年度と比べて１７８人、率にして約４．６％減少しております。

次に、議案第９６号、介護保険事業特別会計については、決算書の３７３ペ

ージから４１６ページであります。

歳入合計は１９億３，３８７万７，０６４円、歳出合計は１８億７，５７８

万２，２０９円となっており、差引残額は５，８０９万４，８５５円となり、

全額翌年度に繰越しいたします。歳出合計では前年度と比べて９，８６８万７，

７７４円、率にして約５．６％の増額になっております。

なお、１９年３月末現在の要介護・要支援の認定者数は１，３３２人で、前

年度と比べて１０６人、率にして約８．６％増加しております。

次に、議案第９７号、簡易水道事業特別会計については、決算書の４１７ペ

ージから４４２ページであります。

歳入合計は９億８，４５９万３，８８１円、歳出合計は９億８，４２６万６，

７５４円となっており、差引残額は３２万７，１２７円となり、全額翌年度に
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繰越しいたします。これは、基金１，１２８万４，０００円を取り崩しての残

額であり、実質は１，０９５万６，８７３円の歳入不足であります。歳出合計

では前年度と比べて９，３８１万８，４５８円、率にして約１０．５％の増額

になっております。主な歳出は、大賀畑・吉原及び粟生地区の簡易施設整備工

事費等であります。なお、１９年３月末現在の給水人口は１万１，５２５人と

なっております。

次に、議案第９８号、農業集落排水事業特別会計については、決算書の４４

３ページから４６０ページであります。

歳入歳出合計は、それぞれ２億８，６０２万５，１６９円となっております。

主な歳出は、各浄化施設の管理運営費と町債の元利償還金であります。なお、

１９年３月末現在、田殿地区・吉原地区を初め５地区で稼働しており、５地区

の契約戸数は１，１６７戸で、うち７６７戸が使用開始しており、使用率は約

６５．７％になっております。前年度と比べて使用数で４５件、率にして約６．

２％増加しております。

次に、議案第９９号、簡易排水事業特別会計については、決算書の４６１ペ

ージから４７４ページであります。

歳入合計は３４０万８，８７２円、歳出合計は３４０万４，１２２円となっ

ており、差引残額は４，７５０円となり、全額翌年度に繰越しいたします。主

な歳出は、施設の管理運営費と町債の元利償還金であります。なお、１９年３

月末現在、栗林地区の２６戸、６７人が利用しております。

次に、議案第１００号、浄化槽事業特別会計については、決算書の４７５ペ

ージから４９０ページであります。

歳入歳出合計はそれぞれ２，８８３万２，４７０円となっており、主な歳出

は、施設の管理運営費と浄化槽整備事業に係る設置工事費であります。なお、

１９年３月末現在の加入世帯数は、西ケ峯・中峯・有原・青田地区の６５戸で

あります。

次に、議案第１０１号、かなや明恵峡温泉特別会計については、決算書の４

９１ページから５０６ページであります。

歳入合計は１億３，３１４万３，６８９円、歳出合計は１億３，２３３万３，

４５０円となっており、差引残額は８１万２３９円となり、全額翌年度に繰越

しいたします。これは、基金１，２６０万円を取り崩しての残額であり、実質

は１，１７８万９，７６１円の歳入不足であります。なお、温泉利用者数は１

３万５，０７２人、前年度と比べて１万６，５３９人、率にして約１０．９％

減少しております。

次に、議案第１０２号、特別養護老人ホーム等事業特別会計については、決

算書の５０７ページから５２２ページであります。
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歳入歳出合計は、それぞれ１億１，２３８万５，１６５円となっております。

歳入は、１８年４月審査分の介護給付・予防給付等のサービス収入で、歳出は

すべて基金への積立金であります。

次に、議案第１０３号、公共下水道事業特別会計については、決算書の５２

３ページから５４４ページであります。

歳入合計は１５億９，５１７万２，８６６円、歳出合計は１５億１，９６２

万１，９６６円となっており、差引残額は７，５５５万９００円となります。

このうち、繰越明許費繰越額は９２８万５，０００円で、実質収支額６，６２

６万５，９００円は翌年度に繰越しいたします。歳出合計では、前年度と比べ

て、３億８３３万３，３７２円、率にして約２５．５％増加しております。主

な歳出は、管渠布設工事費と終末処理場の用地代、物件補償費等であります。

次に、議案第１０４号、岩倉財産区管理会特別会計については、決算書の５

４５ページから５５６ページであります。

歳入合計は５万８６９４円、歳出はございませんでした。よって、全額翌年

度に繰越しいたします。

次に、議案第１０５号、粟生財産区管理会特別会計については、決算書の５

５７ページから５７０ページであります。歳入合計は９４万５３円で、歳出合

計は１２万２４１円となっており、差引残額は８１万９，８１２円で、全額翌

年度に繰越しいたします。

次に、議案第１０６号、城山山林財産区管理会特別会計については、決算書

の５７１ページから５８２ページであります。

歳入合計は１７５万２，９１３円、歳出はございませんでした。よって、全

額翌年度に繰越しいたします。

次に、議案第１０７号、八幡山林財産区管理会特別会計については、決算書

の５８３ページから５９４ページであります。

歳入合計は１６４万１，７３２円、歳出合計は１４６万７，７３３円となっ

ており、差引残額は１７万３，９９９円で、全額翌年度に繰越しいたします。

主な歳出は、公有林整備事業に係る町債の元利償還金であります。

次に、議案第１０８号、安諦山林財産区管理会特別会計については、決算書

の５９５ページから６０６ページであります。

歳入合計は１１万３２９０円で、歳出はございませんでした。よって、全額

翌年度に繰越しいたします。

以上で、平成１８年度一般会計及び特別会計の決算状況について、ご説明申

し上げました。

詳細につきましては、決算事項別明細書・財産に関する調書等をご参照くだ

さい。
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よろしく、ご審議の上、ご認定賜りますようお願い申し上げ、補足説明を終

わります。

○議長（亀井次男）

水道課長、山本君。

○水道課長（山本満寿典）

それでは、議案第１０９号、平成１８年度有田川町水道事業会計決算認定に

ついて、ご説明をさせていただきます。

まず、決算書の１ページをお願いいたします。

決算報告書でございます。決算額のみにさせていただきます。

まず、収益的収入及び支出で、収入の部、第１款水道事業収益は４億１７０

万１，２８６円で、内訳といたしまして、第１項の営業収益は３億６，８００

第２項の営業外収益は３，３６９万６，７６９円でございます。万４，５１７円、

支出の部では、第２款水道事業費用といたしまして２億９，７８４万１，９９０

、 、 ， ，円で 内訳といたしまして 第１項の営業費用といたしまして２億５ ９５９万６

５６６円、第２項の営業外費用は３，７５３万４，７３５円、第３項の特別損失は

７１万６８９円でございます。

収入支出差引き合計、消費税を差し引きまして、８，９５８万４，４８５円の黒

字決算となっております。

次に、資本的収入及び支出につきましては、収入の部、第１款資本的収入は、１

億９，５３８万１，８７３円、内訳といたしまして、第１項の工事負担金１億１，

５３８万１，８７３円、第２項の企業債８，０００万円、支出の部では、第２款資

本的支出といたしまして３億３，９２３万８，０９４円で、内訳といたしまして、

第１項建設改良費３億５０８万３，３７５円、第２項の企業債償還金３，４１５万

４，７１９円となり、資本的収入が資本的支出に対し１億４，３８５万６，２２１

円不足をいたしますが、これは過年度分損益勘定留保資金２２万３，７３０円、現

年度分損益勘定９，２５４万１，９８８円、積立金取り崩し額４，０００万円、消

費税資本的収支調整額１，１０９万５０３円により補填をいたしております。

、 、 、 、続きまして ２ページから６ページにつきましては 損益計算書 剰余金計算書

、 、 、剰余金処分計算書 貸借対照表でありますが この中で剰余金計算書におきまして

前年度繰越利益剰余金３，１６２万８，５５９円と当年度純利益８，９５８万４，

４８５円を合計いたしました１億２，１２１万３，０４４円が当年度の未処分利益

剰余金となります。

また、４ページの剰余金処分計算書でございますが、当年度未処分利益剰余金１

， ， 、 、 ，億２ １２１万３ ０４４円の中から 法等に基づき５００万円を減債積立金 ９

０００万円を建設改良積立金とすることにより、残額２，６２１万３，０４４円は

平成１９年度への繰越利益剰余金とさせていただいております。
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、 。なお ７ページから２１ページまでは決算附属書類並びに参考資料でございます

後刻ご覧くださるよう、よろしくお願いをいたします。

以上、ご審議をしていただき、ご認定のほどよろしくお願いをいたしまして、説

明を終わらせていただきます。

○議長（亀井次男）

ほかに補足説明はありませんか。

ないようですので、提案理由の説明を終わります。

次に、監査委員より、日程第９、議案第９２号から日程第２６、議案第１０

９号までの平成１８年度各会計の監査報告をお願いします。

監査委員、森本君。

○監査委員（森本 明）

それでは、決算審査報告をさせていただきます。

この決算審査報告書については、代表監査委員が作成されております。本来

ならば、代表監査の方から発表するのが筋ではございますが、所用のため、か

わって私がさせていただきます。

決算書の中ほどに、この報告資料がございます。ご高覧ください。

平成１８年度決算審査報告。

ただいま、平成１８年度決算について審査意見を求められましたので、ご報

告いたします。

決算審査は、去る７月３日及び８月１日から８月３日まで、この４日間の日

程で、私とともに、地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項の

規定に基づき、平成１８年度有田川町一般会計、特別会計の歳入歳出決算及び

基金の運用状況並びに地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき、平成１

８年度有田川町水道事業会計の決算について、予算科目を担当する各課ごとに

審査いたしました。

審査の方法といたしましては、町長から審査に付されました各会計歳入歳出

決算書及び決算附属書類並びに基金の運用状況を示す書類とともに、各課から

決算資料の提出を求め、あわせて定期監査及び例月出納検査の結果を参考にし

て実施いたしました。

審査の結果につきましては、結論的に申し上げますと、各会計の歳入歳出決

算書及び附属書類ともに関係法令に準拠して作成されており、それぞれの関係

諸帳簿及び証拠書類と照合した結果、決算内容その他経理事務の処理について

は適正に処理されており、一部の繰越明許事業を除き、所期の成果を得たもの

と認められます。

なお、例月出納検査や定期監査及び本審査において指摘、あるいは指導した

事項については、今後十分注意の上、検討または改善の措置を講じるよう要望
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するものであります。

それでは、一般会計の決算から順に、お手元に配布しております主要施策の

成果説明書の内容を中心にご説明申し上げます。

平成１８年度一般会計決算収支は、歳入総額１６５億１，１６１万５，００

０円、前年度比１０．９％減、歳出総額１６２億９，００３万２，０００円、

前年度比１１．１％減で、歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支額は２

億２，１５８万３，０００円となっております。このうち翌年度へ繰り越すべ

き財源は５，９６５万２，０００円で、これを除いた実質収支額は１億６，１

９３万１，０００円となっており、前年度比５５．４％、５，７７５万４，０

００円の増加となっております。

次に、財政の構造につきましては、歳入を財源別に見ますと、自主財源が２

５％、依存財源が７５％の比率になっており、自主財源構成比は対前年度比約

５％減少しております。これは、自主財源が依然として低水準にあり、現状で

は財政基盤の安定性と行政活動の自立性が確保されているとは認められない状

況にあると言えます。

町債の状況につきましては、１８年度の発行額は２２億３，４６０万円であ

り、前年度末と比べ３億４，３８０万円の減少となっております。今後も借入

金については、財政計画に十分配慮して、計画的に運用され、引き続き健全な

財政運営に努められるよう期待するところであります。

性質別歳出状況につきましては、まず義務的経費は、人件費、扶助費、公債

費の構成ですが、公債費、扶助費は前年度より約１億２，０００万円増加し、

人件費は約６億３，０００万円減少しております。これは、合併による職員の

減少によるものであります。

次に、投資的経費は、前年度比１０億１，２８８万９，０００円の減少とな

りましたが、これは１７年度建設事業において、しみずふれあいドーム約２億

４，０００万円、間伐材利用促進事業費約５億７，０００万円、合併に伴う電

算システム費約１億円が予算執行されたことによる影響であります。

その他経費は、前年度比５億１，０３４万１，０００円の減少となっており

ます。これは、物件費、補助費等が大幅に減少したことによるものであります。

次に、財政構造の弾力性につきましては、財政力の総括的指標となる財政力

指数は０．３２となり、依然として大変低い数値を示しております。

財政構造の弾力性を判断する経常収支比率は９５．５％と、前年度比２．４

％増加となっております。これは新規事業の執行が自力では極めて困難である

ということを意味しております。

また、本年度の標準財政規模に対する公債償還の比率を示す公債費比率は、

前年度に比べ０．６％増加し、２２．３％と硬直化が更に進んでおります。公
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債費に準ずる債務負担行為ともあわせて、財政計画には十分配慮されるようお

願いいたします。

以上の各指標等から勘案するに、現状においては、必ずしも財政構造の弾力

性は維持されているものとは認められない状況にあります。

以上、一般会計歳入歳出決算審査意見の総論でございます。

次に、歳入歳出の各節でございます。

町税につきましては、町税歳入決算額は２６億１，１００万３，０００円で、

前年度比３，８０２万２，０００円、１．５％の増収となりました。

税科目別の内容としましては、個人町民税、固定資産税（土地、償却資産 、）

町たばこ税等がそれぞれ増加し、法人町民税、固定資産税（家屋 、入湯税等が）

減少しております。

次に、滞納整理につきましては、１８年度末滞納額は約７，９００万円。う

ち、１８年度分が約２，５００万円。不納欠損額は９１３万８，０００円とな

っております。

税の未納対策としては、和歌山地方税回収機構への移管額が、１８年度は約

２，１００万円、うち回収額が約８６０万円であり、その他、臨戸訪問、納税

指導及び強制執行など積極的な滞納整理により収納努力をされておりますが、

累積滞納額の整理については、租税負担の公平性から一層の努力を注いでいた

だきますようお願いいたします。

また、賦課徴収費のうち、前納報奨金及び納税組合奨励金等については、今

後、見直しの方向での検討が必要になるものと考えます。

続いて歳出につきましては、支出済額は１６２億９，００３万２，０００円

で執行率９３．４６％となっており、翌年度への繰越明許費は５，９６５万２，

０００円で、繰越を含めた執行率は９３．８１％であります。また、全体で約

３，９００万円の不用額を生じておりますが、予備費を除いた実不用額は約３，

４００万円となっております。翌年度への繰越額は、まちづくり交付金事業の

約５億１，０００万円のほか、合計１７件の繰越明許事業が発生しております

が、諸種の理由により、いずれも繰越明許せざるを得なかったものと認められ

ます。

以上をもちまして、一般会計の報告を終わらせていただきます。

次に、各特別会計について、ご報告申し上げます。

まず、住宅新築資金等事業特別会計でございます。

歳入総額２，０２９万９，０００円、歳出総額２，０２９万９，０００円、

差引額は０円でございました。なお、一般会計からの繰入金は３２１万１，０

００円であり、対前年比２６．２％の減少となっております。

次に、国民健康保険事業特別会計でございます。
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歳入総額３４億４，８４２万９，０００円、歳出総額３４億４，８１０万２，

０００円で、差引額は３２万７，０００円の黒字となっておりますが、主な歳

入である国民健康保険税、国庫支出金及び療養給付費等交付金の合計２６億２，

４０７万９，０００円に対し、主な歳出である保険給付費、老人保健拠出金及

び介護保険納付金等の合計は３０億２，４２５万８，０００円となっており、

約４億円の赤字となっております。本年度においては、一般会計からの繰入金

３億７，２１０万９，０００円により若干の黒字となりましたが、国保財政は

厳しい状況にあると言えます。

特に、国民健康保険税についてでありますが、収入済額は１０億７，６８５

万２，０００円で、徴収率は９２．１％となり、前年度より若干アップしてお

ります。なお、１８年度の累積滞納額は、８，６３２万８，０００円となって

おります。また、不納欠損額は５８５万５，０００円となっております。

国保財政運営の厳しい折から、早期に徴収率の更なる向上と滞納額の削減を

図られるよう強く要望いたします。

次に、老人保健事業特別会計でございます。

歳入総額３７億８１９万６，０００円、歳出総額３８億１，５３２万４，０

００円、差引額１億７１２万８，０００円の赤字となっております。なお、一

般会計からの繰入金は２億８，５１８万７，０００円であり、対前年度比８．

８％の増加となっております。

次に、介護保険事業特別会計でございます。

歳入総額１８億６，４９８万円、歳出総額１８億７，５７８万２，０００円、

差引額１，０８０万２，０００円の赤字となっております。なお、一般会計か

らの繰入金は３億２，６７４万６，０００円であり、対前年比１３．８％の増

加となっております。

次に、簡易水道事業特別会計でございます。

歳入総額は９億８，２８９万９，０００円、歳出総額は９億８，４２６万７，

０００円、差引額１３６万８，０００円の赤字となっております。また、今年

度の町債は３億５，２６０万円となっており、対前年度比２１．３％の増加と

なっております。また、一般会計からの繰入金も１億９，３６０万５，０００

円であり、対前年比３．６％の増加となっております。

次に、農業集落排水事業特別会計でございます。

歳入総額２億８，６０２万５，０００円、歳出総額２億８，６０２万５，０

００円、差引額は０円でした。なお、一般会計からの繰入金は２億４，５３２

万６，０００円であり、対前年比７．９％の増加となっております。また、受

益者負担金、下水道使用料の収入未済についても早期に整理されるよう要望い

たします。
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次に、簡易排水事業特別会計でございます。

歳入総額は３４０万５，０００円、歳出総額は３４０万５，０００円、差引

額は０円でございました。なお、一般会計からの繰入金は２１６万８，０００

円であり、対前年比２５．６％の増加となっております。

次に、浄化槽事業特別会計でございます。

歳入総額は２，８８３万３，０００円、歳出総額は２，８８３万３，０００

円、差引額は０円でした。なお、歳入のうち、一般会計からの繰入金１１８万

３，０００円、町債１，１８０万円であり、それぞれ対前年比６９％と１８．

１％の減少となっております。

次に、かなや明恵峡温泉特別事業会計でございます。

歳入総額は１億３，３０７万円、歳出総額は１億３，２３３万３，０００円、

差引額７３万７，０００円の黒字となっております。なお、歳入のうち繰入金

として、基金から１，２６０万円を取り崩しています。

次に、特別養護老人ホーム等事業特別会計でございます。

歳入総額は１億１，２３８万５，０００円、歳出総額は１億１，２３８万５，

０００円、差引額は０円でした。

次に、公共下水道事業特別会計でございます。

公共下水道事業は、平成２１年度の供用開始に向けて、事業に取り組んでい

るところであります。

歳入総額１３億２，９３１万２，０００円、歳出総額１５億１，９６２万２，

０００円、差引額は１億９，０３１万円の赤字となっております。なお、繰越

明許費２億８，４２８万５，０００円が設定されております。また、一般会計

からの繰入金５，６６６万４，０００円があり、対前年比３７．５％の減少と

なっておりますが、今年の町債は７億１，５００万円、対前年比２６．３％の

増加となっており、今後も事業を推進していく上で、借入残高及び公債費の増

加が見込まれるため、一般会計の財政計画との整合性を十分考慮した上で事業

の推進を図られますよう要望いたします。

次に、岩倉財産区管理会特別会計でございます。

歳入総額は０円、歳出総額は０円、差引額は０円でした。

次に、粟生財産区会計でございます。

歳入総額は０円、歳出総額は１２万、差引額１２万の赤字となっております。

次に、城山山林財産区会計でございます。

歳入総額は１万５，０００円、歳出総額は０円、差引額１万５，０００円の

黒字となっております。

次に、八幡山林財産区会計でございます。

歳入総額は１５１万７，０００円、歳出総額は１４６万８，０００円、差引
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額４万９，０００円の黒字となっております。

次に、安諦山林財産区会計でございます。

歳入総額０円、歳出総額０円、差引額は０円でした。

最後に、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金の運用状況でござ

いますが、この附属調書の計数に誤りはなく、基金運用も目的にそって活用さ

れていると認められます。

以上をもちまして、一般会計並びに各特別会計の報告を終わらせていただき

ます。

引き続きまして、平成１８年度有田川町水道事業会計でございます。

審査に付されました決算諸表は、いずれも地方公営企業法その他関係法令に

準拠して作成されております。事業の経営成績及び財政状態は適正に表示され

ており、その数値は正確であると認められます。

以下、お手元に配布しております平成１８年度有田川町水道事業会計決算審

査意見書の内容を中心にご説明申し上げます。

経営状況につきましては、平成１８年度における収益的収支のうち、水道事

業収益にあっては３億８，３２５万９，０００円、前年度比３．４％の減、水

道事業費用にあっては２億９，３２７万５，０００円、前年度比０．６％の減

となりました。この結果、８，９５８万４，０００円の純利益を計上すること

ができ、当初予算で見込んだ収益的収支における純利益１，７９３万４，００

０円を大きく上回ったものの、前年度に比べ１，１７２万１，０００円の減益

となっております。

一方、資本的収支でありますが、資本的収入は１億９，５３８万２，０００

円、資本的支出は３億３，９２３万８，０００円となっており、差し引き１億

４，３８５万６，０００円の赤字でありますが、差引不足額も当初予算見込み

額を２，７７１万円下回っております。不足額は、過年度分及び当年度分の損

益勘定留保資金等により補填されております。

次に、給水状況でございます。

前年度に比べ給水人口、戸数は若干増加しましたが、年間給水量は前年度比

２９万７，９３６立方メートルの減少となりました。これは、湯浅水道への給

水量が減少したことによる影響であります。未収金については、水道料未収金

は６３７万７，０００円で、前年度に比べ９８万３，０００円、約１８％増、

収納率は０．４％低下しており、一層の滞納整理の収納努力を期待いたします。

受益者負担の原則から引き続き未納解消に努められますとともに、悪質な滞納

者に対しては、給水停止の措置を講ずるなどの対応を図られますようお願いい

たします。

その他詳細につきましては、お手元に配布いたしました平成１８年度有田川
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町水道事業会計決算審査意見書に、水道事業の財務諸表が添付され、財政状況

が示されておりますので、後刻ご覧くださるようお願いいたします。

これにて、水道事業会計を終わらせていただきます。

以上、平成１８年度有田川町各会計決算の審査意見を申し上げましたが、な

お一層、財政健全化を志向し、町民の信頼にこたえる行政の改革と執行をお願

い申し上げまして、監査委員としての報告を終わらせていただきます。

○議長（亀井次男）

以上、監査委員の報告が終わりました。

１７番、坂上君。

○１７番（坂上東洋士）

監査委員の報告について質問があります。

１２ページで、上から５行目か６行目に、岩倉財産区管理会特別会計の監査

報告のところで、歳入総額は０円、歳出総額は０円、差引額は０円と書いてい

て、次の粟生財産区も歳入総額０円、歳出総額１２万、差引額１２万の赤字と

書いてある。これ、決算書を見たら収入があるのに、監査報告では０円という

のは、これどう解釈したらいいのか、教えてください。

○議長（亀井次男）

暫時休憩します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １０時４８分

再開 １１時０４分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開いたします。

森本監査委員。

○監査委員（森本 明）

各財産区の特別会計については、当年度を対象としておりますので、１８年

度では動きがなかったということで、ご理解ください。そういうことになって

おります。

これは、あくまで代表監査委員の意見でありまして、当局といろいろ話があ

ったんですけれど、今年はこういうかたちで代表監査委員がやりたいというこ

との発表でございましたので、ご理解賜りたいと思います。

来年度から、また協議していきたいと思いますので、よろしくお願いしてお

きます。

○議長（亀井次男）

以上で、監査委員の報告、また質問を終わりたいと思います。
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日程の順序変更について、お諮りします。

日程の順序を変更し、平成１８年度決算認定に関する議案について、日程第

９、議案第９２号から日程第２６、議案第１０９号までの１８件を先に議題と

いたしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

日程の順序を変更し、日程第９、議案第９２号から日程第２６、議案第１０

９号までの１８件を先に議題とすることに決定しました。

日程第９、議案第９２号から日程第２６、議案第１０９号まで、一括して質

疑を行います。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

お諮りします。

ただいま議題となっています議案第９２号から議案第１０９号までの１８件

については、９人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託

したいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、議案第９２号から議案第１０９号までの１８件については、９

人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査するこ

とに決定しました。

お諮りします。

ただいま設置することに決定しました決算審査特別委員会の委員の選任につ

いては、委員会条例第７条第１項の規定によって、議長において指名いたした

いと思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

では、１番、尾上武男君、２番、増谷憲君、５番、東武史君、８番、岡省吾

君、１０番、湊正剛君、２０番、西弘義君、２１番、中正門、２３番、竹本

和泰君、２６番、森谷信哉君を指名したいと思います。

ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「
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○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、ただいま指名した９名を、決算審査特別委員会の委員に選任す

ることに決定しました。

暫時休憩いたします。

休憩中に全員協議会を開きますので、よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

休憩 １１時０８分

再開 １１時５９分

～～～～～～～～～～～～～～～～～

○議長（亀井次男）

再開いたします。

報告いたします。

先ほど選任されました決算審査特別委員会より、正副委員長について、互選

された結果の報告を受けています。

委員長に２６番、森谷信哉君、副委員長に８番、岡省吾君が選任されました

ので、ご報告いたします。

お諮りします。

先ほど決算審査特別委員会に付託して審査することに決定した議案のうち、

議案第９２号から議案第１０８号までの１７件は、閉会中の継続審査といたし

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

したがって、議案第９２号から議案第１０８号までの１７件は、閉会中の継

続審査とすることに決定しました。

…………… 日程第４ 報告第２０号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第４、報告第２０号、専決処分の承認を求めることについて、平成１９

年度有田川町一般会計補正予算第２号を議題とします。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論を行います。討論ありませんか。
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〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

本件は、これを承認することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本件は承認することに決定しました。

…………… 日程第５ 議案第１１０号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第５、議案第１１０号、有田川町退職手当負担金基金条例の制定につい

てを議題とします。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

…………… 日程第６ 議案第１１９号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第６、議案第１１９号、財産の取得の変更についてを議題とします。

質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。
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討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

…………… 日程第７ 議案第１２０号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第７、議案第１２０号、財産の取得についてを議題とします。

質疑を行います。質疑ありませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。

討論ありませんか。

〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

…………… 日程第８ 議案第１２１号 ……………

○議長（亀井次男）

日程第８、議案第１２１号、財産の取得についてを議題とします。

質疑を行います。質疑ありませんか。

２番、増谷君。

○２番（増谷 憲）

２番、増谷です。
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議案第１２１号について、３点ばかりお伺いをします。

まず第１点目は、今回、コンピューターの購入に当たりまして１，１００万

円余り組まれていますが、今後コンピューターの老朽化というのが、町内各学

校で当然出てくる問題であります。そうなりますと、今後も整備していくとい

うことであれば、財源の問題がひとつ心配になってくるわけです。今回は、た

またま合併がらみのお金を使ってやるわけだから、こんなに簡単に予算を組め

たわけですが、そういう点では今後の見通しを考えたら、ほかの学校について

も同じように整備していかれるのかどうか、その点をお伺いしたいのが１点目。

２つ目に、今回廃棄されるコンピューターが出てくると思うんですが、その

点の廃棄のあり方と、それからソフト部分で、例えばプライバシーにかかわる

問題とか、情報にかかわる問題等が漏れないかどうか心配するわけですが、そ

の点の管理ですね、どういうふうに考えておられるのか。

その３つについて伺いたいと思います。

○議長（亀井次男）

学校教育課長、岩本君。

○学校教育課長（岩本良憲）

増谷議員さんの質疑にお答えいたします。

まず、今後の見通しでございますが、あと２～３年後から順次整備していか

なくてはならない学校が出てまいります。学校教育の平等化ということで、順

次整備はしていく所存でございます。

また、廃棄後の情報漏れとかそういうものにつきましては、契約業者と提携

いたしまして、すべて初期化してもらっての廃棄ということで対応をしていく

所存でございます。

以上でございます。

（「 、 」 、もう１つ 老朽化したパソコンの本体の処理はどうされるのか と増谷議員

呼ぶ）

○学校教育課長（岩本良憲）

本体の処理も契約業者に一括して処理を委託してござます。契約条項の中に

うたってございます。

以上でございます。

○議長（亀井次男）

ほかに質疑ございませんか。

〔 質疑なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

質疑なしと認めます。以上で質疑を終わります。

続いて、討論ありませんか。
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〔 討論なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

討論なしと認めます。

これより、採決を行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。

〔起立全員〕

○議長（亀井次男）

起立、全員であります。

よって、本案は原案のとおり可決しました。

お諮りします。

日程第２７、議案第８３号から日程第４６、議案第１２４号までを提案理由

の説明だけにとどめ、議案調査のため審議を中止したいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

○議長（亀井次男）

異議なしと認めます。

本日の会議は、これで延会にいたしたいと思います。

なお、次回の本会議は、９月１９日、水曜日、午前９時から再開いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～

延会 １２時０７分


